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繁朝聖宗期の新開拓地を巡る中央政権と地方行政
- 安興碑文の分析-





































































がどういう行動を取ったかを伝えている｡ 但 し,この碑文 1組で当時の社会の全体像が措ける
とは筆者は考えていない｡そもそも同碑文が立っている地は中央からほど遠い新開拓地であ
り,あくまで一つのケーススタディの段階であるとしなければならない｡ただ,聞くところに
よると, ハノイ国家大学史学科でもファン･フイ ･レPhanHuyLe,ファン･ダイ ･ゾアン
PhanD争iDoan教授等を中心として,紅河デルタの開拓 ･移民史研究の為のフィールドワー
クや史料収集が急ピッチで進んでいるとの事である｡最近,ヴェトナムの人口 ･発展研究セン












































a)詔王侯 ･公主 ･鮒馬 ･帝姫,招集漂散無産人為奴蝉,開墾荒関田,立為田庄｡王侯有庄,
実自此始｡(『全書』 5 紹隆9年 (1266)冬 10月の条)
b)詔限名田.大王 ･長公主田無限,以至庶民田十畝,多者許従便購罪,腔勅亦如之｡余者
上進入官O初,宗室諸家,毎令私奴婦於瀕海地築堤堰障嚇水｡二 ･三年後,開墾成熟,互






























進言して採用された (『全書』12 同年春 4月の条)｡実際にそれが政策として採用されるのは
洪徳 12年 (1482)の事であり,7)聖宗の文集 『天南飴暇集』官制典例武 には太僕寺に所属す
るデルタ内の屯田所が30カ所記載されている｡このリストをもとに,ギンはそれぞれの位置比
定を試みている｡氏の指摘で興味深いのは,こうした屯田所の多くが大河川の沿河地にある事,






























8) この 『各鎮総社名備覧』の各総の下に社と並列して出てくる ｢所｣と15世紀の屯田 ｢所｣とが性
格上同一であるという証拠は無い｡そもそも 『天商銀暇集』天下版圏 にも各県に属する ｢所｣
の数が記載されているが, これと屯田 ｢所｣との関係も不明である｡ギン [Ngh主nh1986:31-










3 安邦東宝海菓府安興県 (地図 1参照)
問題の碑文はハノイの漢文チュノム研究院にその拓本があり (拓本番号 10523-10528),ll)安
興YenHIJng県中本 TrungBan社の亭内に現存する｡ この碑文は早 くからヴェトナム人史家
の興味を引いていたようであるが,最初に纏まった報告を行 ったのがフイ･ヴHuyVu,チャ
ン･ラムTrh Lam両氏である [HuyVuvaT{anLam 1977]｡これは論文タイ トルにも ｢通
報 Th6ngbao｣とあるように,歴史考察を行 った論文というよりは,フィール ドワークの報告
書 という色合いが濃い｡中には筆者が現地で耳にしなかった伝承なども利用されているが,残
念な事にこの論文には注が全 く無 く,データの根拠を確かめる事が出来ない｡今一つは著名な
′＼ ′河 川 一･一- 山 地 ∈∋ 段 丘
(∋ 自然堤防 ① Floodpl8in(1) ⑳ Floodplain(2)((1は り深水)
GSB 古デルタ ⑳ 析デルタ強惑溺耕 1)⑳ 斬デルタ強感細微2)(乾期麟書の危険)




























中央に知られていたらしい｡先に紹介 したフイ ･ヴとチャン･ラムによる報告 [HuyVuva














































の西北部分にあたり, その子孫の家もその地域に集中している｡ 一方, この碑文に見える風流 ･


































劉光進 ･襲文弘 ･花環 ･院昭 ･院桂林 ･陳造 ･部克遵等衝門官,烏給田事｡｣
欽奉｣

























































年まで行われた事になるが,筆者は ｢式年｣はおそらく ｢武拾年｣の誤刻と考える｡ 2年に田














































































『歴朝憲章類誌』(以下 『類誌』)14 官職誌 官名沿革之別 によると,御史の職は陳朝から
あり,御史台を構成するメンバーについては改変があった｡監察御史は繁初から設置されたと
あるが,『全書』等による限り,活動が盛んになるのは聖宗の時代からである｡『同書』13 洪
徳4年 6月一秋 7月の ｢定御史台該道,監察衡史該知｣の条によると,各監察御史 (各道毎に
2名ずっ)の管轄が定められ,海陽 ･安邦両道の監察御史は禁軍の神曹司壮士 ･金吾衛副軍 ･
神策四衛,五軍都督府の一つ東軍府の他に海陽 ･安邦等処三司軍民の監察を受け持った｡とこ
ろが今回安興にやって来たのは三江道 (-山西道または匡Ⅰ威道)監察御史であった｡これにつ
















































設けられたものが多い事に気が付 く｡22) 聖宗が明の制度を多く導入 した事は周知の通りだが,
国家のサイズがあまりにも違うため,地方官吏の絶対数が少なかった｡その為ヴェトナムの官



















低く属官も副官しかいないのが憲司である｡但し,『類誌』14 官職誌 官名沿革之別 憲司の
項に
憲司之任,陳時間為安撫副使｡繁初因之｡職事蓋未詳也｡聖宗洪徳二年,始置諸承宣按察





司｡有意察使 ･意察副使等職｡四年,校定憲司職事,主陳言 ･糾劾 ･勘理 ･蕃謝 ･会同 ･
















県長副官 (知府 ･同府 ･知県 ･県丞)が続く｡そしてやっとその上の承司官 (賛治承宣使 ･右
参政) ･憲司官 (承意使司) ･典簿の名が見える｡これは彼ら承司官がこの一連の作業に直接
には係わっていない事を示していると考えるべきである｡ そうでなければ当然下級官である府
県官より先に承司官の名があるはずである｡次に最初 (洪徳 2年或いは20年)にこの地にやっ





















デルタ四承宣 (国威 ･山南 ･京北 ･海陽)を内鏡,それ以外を外鎮とする呼称は,15世紀初の
功臣院薦の 『抑斎集』 6 地輿誌 にもでており,筆者も前稿 [八尾 1989b]で引用した｡桃
木 [1991:84-85]が指摘する様に,この史料が果たして 15世紀のオリジナルに近いものである
かどうかは疑わしい｡一方,聖宗の文集 『天南飴暇集』天下版圏 には ｢藩鎮｣という言葉が
数カ所で使われているが,漢文チュノム研究院所蔵本 もオリジナルではなく,後世の加筆が
あった事は明らかである｡にも拘わらず,やはり当時の為政者の中でも内鎮と外鏡を区別する
意識はあったと見るのが正 しい ｡25) 安邦もそうした外鏡の一つであった｡では中央政権はその
外鏡に何を期待 したのであろうか｡




















































戻,親風大作｡南策 ･峡山 ･太平 ･建昌等府海水大i張,堤防決裂,禾穀滝浸,民多餓死,
又安源東海瀕等県,多被水害.命御史丁仁甫 ･紹惟精分行沿海東西南三道,履勘堤岸,飯




利用されたからであろう｡ また 『同書』正編 24 洪徳 21年春 2月の条には
東道磯,遣使賑貸｡
辰,久早,東道諸府不能耕稼,民多餓死｡帝通翰林院 ･科 ･台 ･錦衣衛校尉,分往各府県,
発倉粟賑貸之｡









から採用されていた事が知れる｡同様の命令は『同書』13 洪徳 25年秋8月初 7日の条,28年








































































律 ･地図 ･戸籍台帳等)28)を地方官 (特に県官)に与え,彼 らは確かにそれらの使用には長 じ
た｡ しか し,バラエティ豊かな新 しい変化を前に,そうした古いマニュアルは役に立たなく
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